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３．各目標像と施策の基本的な方針・主な施策 

■幹線・フィーダー化のイメージ

■交通結節機能の強化（駅やバス停付近へのシェアリングポートの設置）

■自動運転バスの社会実装に向けた取組み

■運転手不足への対応

乗継環境の確保 

運転手確保に向けた合同説明会 

（馬出 3 丁目バス停） （姪浜駅） 

小型自動運転バスを用いた実証実験 
（FUKUOKA Smart EAST） 

大型自動運転バスを用いた実証実験 
（福岡空港） 

バス・タクシー運転手の魅力発信 

（周船寺駅） 

各地域から都心部
に直接アクセス

※利用ニーズに応じてきめ細やかに運行（通勤時間帯における直通運行等）

「効率的な運行で公共交通“全体”を維持」

現状

再編後 連節バス（定員約１3０名）

バス（定員約7０名）

限られた輸送資源
の再配分

乗継拠点で折り返し

（鉄道や連節バス）
STATION

折り返し運行でサービス
水準の維持・向上

輸送効率の高い
幹線交通へ

STATION

都心部

都心部交通結節点

交通結節点
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３．各目標像と施策の基本的な方針・主な施策 

■主な交通モードの特性

■多様化・高度化する主なモビリティサービス

特性 

鉄道 ・速達性や定時性に優れる大量輸送機関であり、市民や来街者等による都市間や市内拠
点間の移動を担う。

バス ・柔軟な路線設定が可能な輸送機関であり、基幹的な交通から市民の日常生活を支える
交通まで、幅広い役割を担う。

タクシー ・大量輸送機関を補完し、ドア・ツー・ドアの移動を担う機動性・柔軟性の高い公共交通機
関であり、高齢者や体の不自由な方を含む個々の利用者ニーズに応じた移動を担う。

渡船 ・島民等の通勤や通学など日常生活を支える海上交通であり、豊かな自然環境を継承する
農山漁村地域へのアクセスも担う。

自転車 ・環境にやさしく、気軽に使える移動手段であり、通勤や通学のほか、観光やスポーツなどに
も活用される。

徒歩 ・全ての移動の基本となる短距離の移動手段であり、身近な目的地への移動のほか、交通
モード間の乗継ぎなどの移動を担う。

自動車 ・自由度の高い移動手段であり、市民の日常生活や物流など、幅広い目的での移動を担
う。

特性 
デマンド型
交通 

・一定の運行区域の中で予約がある都度運行するもの（オンデマンド交通）や、決められた
路線・時刻表で運行するもの（デマンド交通）など、予約に応じて運行する輸送サービスの
こと。

・地域の特性や需要に応じて、様々な運行形態が存在する。
シェアリング
モビリティ

・シェアサイクルなど、個人が所有するのではなく、共有して使用する輸送サービスのこと。
・公共交通機関を補完し、市民や来街者の回遊性を高める。

自動運転 ・運転操作に関わる認知、予測、判断、操作の全てを
運転者ではなくシステムが代替して行い、車両を自
動で走らせること。

・運転手不足の解消や交通事故の低減など、様々な社
会課題解決に資することが期待されており、技術導入
による安全性の検証や公道インフラとの連携など、全
国で社会実装に向けた取組みが進められている。

MaaS ・一人一人のトリップ単位での移動ニーズに

対応して、複数の交通手段やサービスを組

み合わせて検索・予約・決済等を一括で

行うサービスのこと。

・観光や医療等の目的地における交通以外

のサービス等との連携、移動の利便性向上

や外出機会の創出など、様々な地域の課

題解決にも資することが期待されている。

＜MaaS のイメージ＞ 

＜自動運転と公道インフラ連携のイメージ＞ 

資料：国土交通省 

移動目的とも一体化 

新しい生活様式 
への対応 

（３密の回避等） 

地域や観光地
における移動
の利便性向上 

外出機会の
創出と 

地域活性化 

スーパーシティ・
スマートシティの

実現 

既存公共交通
の有効活用 

資料：国土交通省 

観光 物流 小売り 医療・福祉 

カーシェア 

シェアサイクル 超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ 自動運転 

ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ 

鉄道 タクシー バス 旅客船 旅客機 

移動目的とも一体化 

AI ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通 

出
発
地

目
的
地
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３．各目標像と施策の基本的な方針・主な施策 

方針２ 市民や来街者にとって、分かりやすく使いやすい交通環境づくり 

◆市民や来街者が多様な移動手段によりシームレスで円滑に移動できる、分かりやすく使いやす
い交通環境づくりに取り組むとともに、公共交通を主軸とした移動を促進します。

「 

■待合環境の改善 ■キャッシュレスでのスムーズな乗降

■来街者にも使いやすい交通サービス ■利用マナーの啓発

■モビリティ・マネジメント ■自転車利用環境の向上

≪主な施策≫
〇公共交通の利便性向上と利用促進 

・駅やバス停等における待合環境の改善（上屋・ベンチの設置等）
・ピーク時における混雑緩和対策の推進（車両増備、オフピーク利用促進等）
・キャッシュレスの推進
・パーク・アンド・ライドの推進＊

・関係者が連携した公共交通利用の啓発・PR の推進
・モビリティ・マネジメントの推進（利用者等への働きかけ）

〇交通案内や受入環境の充実・強化 
・乗り場案内や案内サインの充実・強化
・来街者にも使いやすい交通サービスの充実・強化（MaaS 等）

〇自転車や徒歩で移動しやすい交通環境づくり 
・自転車利用環境の向上（自転車通行空間や駐輪場の整備等）
・安全・安心な道路整備   など 

自転車通行空間の整備 

バス停への上屋・ベンチ設置 

公共交通での外出を促進する企画乗車券 

小学生を対象とした 
モビリティ・マネジメント

（出前講座の様子） 

駐輪場の整備 

訪日外国人向け 
デジタル乗車券 

タッチ決済 ＱＲチケット 

（大楠バス停） 

（櫛田神社前駅） （はかた駅前通り） 

外国人向けのマナー啓発ポスター 
資料： (公財)メトロ文化財団 
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３．各目標像と施策の基本的な方針・主な施策 

 

●交通を取り巻く現状と課題
＜まちづくりの進展＞

・福岡市は、都市的な魅力と自然環境が調和したコンパクトな都市を形成しています。

・都心部及び、その核となる天神・渡辺通、博多駅周辺、ウォーターフロント（中央ふ頭・博多ふ
頭）の３地区において、都市機能と回遊性の向上を図る取組みが進められており、交流人口の
増加が見込まれます。

・また、都市の成長を推進する「魅力・活力創造拠点」、界隈性のある街空間の中で市民生活
が営まれる「広域拠点」「地域拠点」「日常生活圏」、豊かな自然環境を継承する「農山漁村
地域」など、エリアの個性や強みを生かしたまちづくりを進めていく必要があり、これらのまち
づくりの進展にあわせ、様々な移動ニーズに対応していく必要があります。

 

 

志賀島

北崎

能古島

姪浜

野芥

橋本

今宿・周船寺 六本松・鳥飼・
別府

長住
・
花畑

箱崎

和白

雑餉隈

南部広域拠点
（大橋）

東部広域拠点
（香椎・千早）

都心部
九州大学
伊都ｷｬﾝﾊﾟｽ

アイランドシティ

舞鶴公園
大濠公園

九州大学
箱崎キャンパス跡地

油山

早良区南部

西部広域拠点
（西新・藤崎
ｼｰｻｲﾄﾞももち

目標像Ⅱ：都市の魅力・活力を高める交通 
都市的な魅力と自然環境が調和したコンパクトな都市に磨きをかけるため、エリアの個

性や強みが生かされた拠点への交通ネットワークの充実・強化や、多くの人や物が集中し
交流する都心部を支える交通環境づくりに取り組み、都市の魅力・活力を高める交通を目
指します。 

■エリアの強みや個性を生かしたまちづくり

観光・MICE 

ウォーターフロント地区

都心部（那珂川沿い） 

リバーフロント NEXT

文化・歴史・芸術 

博多駅周辺の旧市街 

福岡城・鴻臚館 

博多旧市街プロジェクト 

美術館・博物館 商業・業務・研究開発 

九州大学伊都キャンパス 

都心部 

豊かな自然 

志賀島・海の中道・北崎 

Fukuoka East&West Coast 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

油山・早良区南部 

大濠公園 

都心部

広域拠点

地域拠点

魅力・活力創造拠点
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３．各目標像と施策の基本的な方針・主な施策 

<交通基盤＞ 
・国内外を結ぶ陸・海・空の広域交通拠点が半径 2.5 キロメートル圏内に近接し、都心部を中心
とした放射状に広がる鉄道網と面的に広がるバス路線網、放射環状型の幹線道路により市内
および周辺都市との交通ネットワークが形成されています。
 

・近年では、地下鉄七隈線や都市高速道路が延伸され、福岡空港の滑走路増設など、現在も交
通基盤の整備が進められていますが、様々な拠点へのアクセス強化を望む多くの声を頂いてい
るほか、都心部をはじめとする局所的な道路交通混雑も依然として見受けられます。

・交通基盤の整備を進めるにあたっては、市の財政状況において義務的経費が増加するなか、こ
れまで以上に、既存ストックの活用や様々な主体との連携、新たな技術の活用による効率的・効
果的な取組みの推進が求められています。
 

 

 
・市内指定箇所：75箇所（令和 4 年 8 月時点） 

凡 例 

主要渋滞箇所 

● 市管理

● 国管理

■都心部における自動車交通量の推移

■鉄道ネットワーク ■バスネットワーク

資料：福岡県交通渋滞対策協議会資料を基に作成 

渡辺通りの混雑状況

駐車場出入口付近 
における輻輳状況 

■主要渋滞箇所 ■義務的経費の推移

資料：財政のあらまし 

（令和６年 11 月時点） 

（令和６年 11 月時点） 

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

1,700,000

60,000

70,000

80,000
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100,000

110,000

120,000

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
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H
11

H
12

H
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H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31 R2 R3 R4 R5

福岡市人口（人） 交通量（台/12h）（台/12h（7-19時））

都
心
部
の
流
入
交
通
量

福
岡
市
人
口

（人）

H2：1,237,062人
H2：107,469台

R5：81,390台

H24.7 福岡高速環状線
全線開通

H11.3～23.2 都市高速道路
段階的に供用 H23.4 外環状道路

全線開通

R5.3 地下鉄七隈線
天神南～博多開業

H17.2 地下鉄七隈線
天神南～橋本開業

H5.3 地下鉄空港線
博多～福岡空港開業

R5：1,642,571人
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３．各目標像と施策の基本的な方針・主な施策 

方針３ コンパクトな都市を支える交通ネットワークの充実・強化

◆交通基盤の整備が進展するなか、既存ストックの活用も図りながら、拠点へのアクセス強化に取
り組むとともに、広域的な人流・物流を支えるため放射環状型の幹線道路ネットワークの形成等
に取り組みます。

 ≪主な施策≫ 

〇幹線道路ネットワークの形成 

〇広域交通拠点等における交通機能の強化 

〇拠点へのアクセス強化 

＜拠点へのアクセス強化等の取組みの方向性＞ 
拠点 取組みの方向性 

都心部 

都市の活力を牽引する都心拠点間の連携強化を図る 
・(都)天神通線、那の津通り６車線化の整備

＜中・長期的検討課題＞
・都心拠点間での検討＊

広域交通
拠点 

広域的な人流・物流を支える広域交通拠点へのアクセス強化を図る 

・福岡空港方面への都市高速道路延伸の整備
・国道３号博多バイパス立体化
・博多港、福岡空港の機能の充実・強化や利便性向上

＜中・長期的検討課題＞
・福岡空港および後背地への検討

魅力・ 
活力創造

拠点 

都市の成長を推進する魅力・活力創造拠点へのアクセス強化を図る 
・ドームへのアクセス強化の検討＊

・九州大学伊都キャンパスへのアクセス強化（連節バス導入）の検討＊

・交通結節機能強化（箱崎地区、九大学研都市駅＊）

＜中・長期的検討課題＞
・シーサイドももち、アイランドシティ、九州大学伊都キャンパスへの検討

広域拠点 

地域拠点 

生活圏の中心である広域拠点や地域拠点のアクセス強化を図る 
・(都)野間屋形原線、(都)国道３号線の整備

＜中・長期的検討課題＞
・姪浜－橋本間、南部地域での検討

広域連携 
福岡都市圏をはじめとした広域的な連携強化を図る 
・地下鉄空港線と JR 福北ゆたか線の接続の検討 【福岡県交通ビジョン 2022】
・福岡東環状道路、北九州福岡道路の検討 【福岡県新広域道路交通計画】

〇地下鉄箱崎線と西鉄貝塚線の直通運転化の検討
・中長期的な交通状況の変化や国制度の動向などを踏まえ、利便性向上策とあわせ検討

〇鉄道高架化の検討（井尻地区等）
・中長期的な交通状況の変化や国制度の動向などを踏まえ、踏切対策とあわせ検討

〇道路交通の円滑化 
・ボトルネック交差点の改良、バス停カット整備

〇自動車専用道路におけるランプやジャンクションの設置・改良の検討 
・中長期的な交通状況の変化などを踏まえ、渋滞対策とあわせ検討

〇自然などの地域資源等への観光周遊を促す交通環境づくり など 
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３．各目標像と施策の基本的な方針・主な施策 

■拠点間を結ぶ交通幹線軸ネットワーク図

■都市高速道路の延伸（空港線） ■道路交通の円滑化

都心部

広域拠点

地域拠点

魅力・活力創造拠点

拠点間を結ぶ交通幹線軸

広域交通拠点の充実・強化
都心部における回遊性向上

交差点改良（右折レーン設置） バス停カット整備 

（中尾１丁目バス停） （弓田交差点） 
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